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 ブラジル連邦共和国（República Federativa do Brasil：以下単にブラジルと表記する）
ペルナンブーコ（Pernambuco）州の首都レシーフェ（Recife）は，広大な南米大陸のほ





































ーヴォ（Clube de Frevo）やマラカトゥ・ナサゥン（Maracatu Nação）といった名称の
下に分類される十種類余りのカルナヴァル団体を指す（文化人類学者のカタリーナ・レア




（Frevo）注７）に着目する。民俗学者のルイス・ダ・カマラ・カスクード（Luís da Câmara 













民衆芸能としてのフレーヴォは 2007年 2月に国立歴史芸術遺産院（IPHAN：Instituto 
do Patrimônio Histórico e Artístico Nacional）によってブラジル無形文化遺産注９）に登録
されたが，その後 2012年12月には国際連合教育科学文化機関（UNESCO：United Nations 









年 2月に同市はロベルト・マリーニョ財団（Fundação Roberto Marinho）と協力して市
内中心部にパッソ・ド・フレーヴォ（Paço do Frevo：フレーヴォの宮殿の意）注 11）とい
うフレーヴォの存続，普及そして発展に向けた教育と研究のための拠点となる文化施設を
設立した（図０－３を参照：この施設は 20世紀初頭に建設されて 1973年まではWestern 
Telegraph Company（イギリス資本の電信会社）の社屋であった建物を改修したもので，
その所在地は以下の通りである：Praça do Arsenal da Marinha, s.no Bairro do Recife）。


























Pernambucana）注 15）が刊行した『ペルナンブーコのカルナヴァル年鑑 1938（Anuário do 
Carnaval Pernambucano 1938）』７）を嚆矢とする。更に，フレーヴォという民衆芸能を
構成する音楽とダンス（すなわちパッソ）に初めて焦点を当てた論考は，筆者の知る限り，
1946年に刊行された『ラテンアメリカ音楽研究（Boletin Latino Americano de Música）』
誌に掲載されているヴァウデマール・ヂ・オリヴェイラ（Valdemar de Oliveira）の『ペ








































げられよう。一つは，リタ・ヂ・カッシア・バルボーザ・ヂ・アラウージョ（Rita de Cássia 
Barbosa de Araújo）が著した『時代の仮面としての祝祭－レシーフェのカルナヴァルにお
けるエントルード，仮面舞踏会そしてフレーヴォ（Festas：Máscaras do Tempo．Entrudo, 
























































































年に『教育における民俗芸能の活用：就学前教育におけるフレーヴォ（O Uso do Folclore 











レーチ・ロッシャ・ヂ・オリヴェイラ（Maria Goretti Rocha de Oliveira）が 1993年に
発表した『1970年から 1988年までのレシーフェにおける公衆のための見世物としての民
衆舞踊（Danças Populares como Espetáculo Público no Recife de 1970 a 1988）』20）とい
う著作であろう。本書の題名が示す通り，この中で著者は 1970年代から 1980年代にかけ
てのレシーフェにおける民衆舞踊の見世物化（舞台化）について論じているのだが，本研
究との関わりで言えば，「パッソの歴史的回顧（Retrospectiva Histórica do Passo）」と題
された第５章では，カルナヴァルの街頭で自発的・即興的に踊られていたパッソの技能を
競うコンテストの開催がこのダンスの舞台化に少なからぬ影響を及ぼしたこと，そして第
６章「レシーフェにおけるパッソの学校化と学識化の過程：Processo de Escolarização e 






ゾウベウ（Juliana Amelia Paes Azoubel）が 2007年に米国のフロリダ大学（University 
of Florida）に提出した『ブラジル，ペルナンブーコ州におけるフレーヴォならびに現代舞
踊の状況－伝統の百年間を検証する（Frevo and the Contemporary Dance Scene in 









リア・アウブケルケ・ヂ・ケイロース（Lucélia Albuquerque de Queiroz）が 2009年に
レシーフェのフラシネッチ単科大学（Faculdade Frassinetti do Recife）の大学院課程に








レリア・ヴィセンチ（Ana Valéria Vicente）が 2009年に発表した『つま先とかかとの間
で－レシーフェにおいてフレーヴォはどのように国民，国家そしてダンスを演出したのか
（Entre a Ponta de Pé e o Calcanhar：Reflexões sobre Como o Frevo Encena o Povo, a 
Nação e a Dança no Recife）』23）という著作である。この中で著者は，1990年代に初演
された三つのダンス作品注 23）に着目し，その中に組み込まれているパッソの身体動作を分
析することにより，それらの作品を成立させている思想的背景が「均質的な共同体として















































たフレーヴォの学校（Escola de Frevo：レシーフェ市が 1996年 3月に設立し，現在は「フ








スタッフ」では，2007年 8月および 2016年 8月時点の実態を，いずれもその当時のこの
学校の校長に対して筆者が実施した聞き取り調査の記録から明らかにする。そして第３節
「学校の活動実践」では，主として以下の二つの情報源に基づいてその実態の解明を目指
す。一つは 2007年 8月，2011年 8月および 2016年の 4月から 8月にかけて実施した校
長を始めとするこの学校の関係者に対する筆者による聞き取り調査の記録であり，またも






































































ボネーコ（Clube de Boneco），３）トロッサ，４）ブローコ・ヂ・パウ・イ・コルダ（Bloco 
de Pau e Corda：ブローコと同義），５）エスコーラ・ヂ・サンバ，６）マラカトゥ・
ヂ・バッキ・ヴィラード（Maracatu de Baque Virado：マラカトゥ・ナサゥンと同義），









ヂ・ルア（Frevo de Rua）という音楽を，また４）がフレーヴォ・ヂ・ブローコ（Frevo 





イラ・ダ・コスタの著作（PEREIRA DA COSTA, F.A. (1976) Vocabulário Pernambucano 











て詩的な表現形態（ uma forma de expressão musical, coreográfica e poética 






術表現（a Brazilian artistic expression comprising music and dance, performed 






するため，レシーフェ市が作成した説明書類（PREFEITURA DO RECIFE (2006) 













施設が開館した 2014年 2月時点の為替相場で換算するとおよそ 5億 8,500万円に相当
する）の資金が拠出された。この施設のウェブサイト（http://www.pacodofrevo.org.br/：














れているのは，開発運営協会（IDG：Instituto de Desenvolvimento e Gestão）という
非営利団体であるが，この団体が作成した当該施設の 2014 年の管理・運営に関わる報
告書（IDG, Relatório Anual de Prestação de Contas Ano 01-2014：Paço do Frevo 
Contato de Gestão NR 294, p.15.）によれば，この施設が開館された 2014年 2月 9日
から同年 12月 29日までの有料来場者数は 10万 5,242人を数える。そして 2014年 7








注 12）この閉会式では，スポッキ・フレーヴォ・オーケストラ（Spok Frevo Orquestra）











紙上に初めて登場したのは 1907 年 2 月 9 日であった。そのためレシーフェでは 2007
年は「フレーヴォの誕生百周年（Centenário do Frevo）」であるとの認識が共有されて
いた。なおレシーフェ市は 1992年に制定された条例第 15,628号によって 2月 9日を「フ
レーヴォの日（Dia do Frevo）」と定めている（PREFEITURA DO RECIFE (2006) 




















 また筆者は，2015年 10月から翌 16年 9月までのレシーフェ滞在中に，本章の注 12で
言及したスポッキ・フレーヴォ・オーケストラを率いるマエストロ・スポッキ（Maestro 
Spok：本名はイナウド・カヴァウカンチ・ヂ・アウブケルケ（Inaldo Cavalcante de 




























注 15）レオナルド・ダンタス・シウヴァ（SILVA, Leonardo Dantas (1991)“Elementos para 
a História Social do Carnaval do Recife”In SOUTO MAIOR, Mário e Leonardo 










記されている（FEDERAÇÃO CARNAVALESCA PERNAMBUCANA (1938) Anuário 

























ら受け入れられたのは，ようやく 1930年代中葉以降であった」（TELES, José (2015) O 
Frevo Gravado：De Borboleta não é Ave a Passo de Anjo, Recife：Bagaço, p.36.）。ま
た 1930年代および 40年代前半のレシーフェのカルナヴァルについて研究したマリオ・







構築した」と指摘する（SANTOS, Mário Ribeiro dos (2010) Trombones, Tambores, 
Repiques e Ganzás：A Festa das Agremiações Carnavalescas nas Ruas do Recife 




de Documentação e Cultura）の手に移ることとなった（SILVA, Leonardo Dantas 
(1991)“Elementos para a História Social do Carnaval do Recife”In SOUTO MAIOR, 




ォを発明したのか（Quem Foi Que Inventou o Frêvo?）』，マリオ・セチ『エントルード
とフレーヴォ（Entrudo e Frêvo）』，マリオ・メロ『フレーヴォの起源と意味（Origem 




注 17）2016年 5月 5日の午前中，19世紀中葉から 20世紀初頭にかけて発行された地元
紙を閲覧する目的で，筆者はレシーフェ市内中心部サント・アントニオ（Santo Antônio）
地区にあるペルナンブーコ州立文書館（Arquivo Público Estadual de Pernambuco：所




















Maracatus）』においてであった（SETTE, Mário (1981) Maxambombas e Maracatus 


























特徴づける身体動作（passos）の集合体（conjunto）である（OLIVEIRA (1971) p.61.）。 












は，ブラジルの代表的なポルトガル語辞典（FERREIRA, Aurélio Buarque de Holanda 





注 23）バレ・ブリンカンチス（Balé Brincantes）という団体が 1991 年に上演した『プ
ロスィサゥン・ドス・ファラーポス（Procissão dos Farrapos：この作品については本
研究の第３章第３節第２項で改めて言及する）』，バレ・ポプラール・ド・レシーフェ（Balé 
Popular do Recife）およびバレ・ブラズィリカ（Balé Brasílica）という団体（前者に
ついては本研究の第２章第１節第３項で改めて言及する）が 1992 年に上演した『オ・
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1837年 2月 6日付けのヂアリオ・ヂ・ペルナンブーコ紙（Diário de Pernambuco：以
下 DP紙と略す）は，「エントルード」と題された記事の中で，水を仕込んだ球状の物体を
街頭でぶつけ合うカルナヴァルの気晴らしについて触れ，そのように無作法な悪習がレシ
ーフェのカルナヴァルを台無しにしていると批判した。また 1844年 2月 14日付けの DP
紙は，「とんがり頭巾の神父（O Padre Carapuceiro）」という愛称で知られるミゲウ・ド・
サクラメント・ロペス・ガマ（Miguel do Sacramento Lopes Gama）がエントルードにつ





















 ヨーロッパの社交界を模倣した仮面舞踏会（Baile de Máscaras）は，独立後の新たなカ
ルナヴァルの祝祭形態としてブラジルの経済的富裕層の間でも人気を博した。カルナヴァ

























































































ト・ヴァソウリーニャス（Clube Carnavalesco Misto Vassourinhas）である。ミスト（misto）
という形容詞はこの団体が男女混合であることを示している）。1977 年に 92 歳を迎えた









































したのは 1907年 2月 9日付けのジョルナウ・ペケーノ紙（Jornal Pequeno：以下 JP紙
と略す）であった注 12）ことが確認されている。エンパリャドーレス（Empalhadores：籐
編み職人の意）というカルナヴァル団体が街頭行進の際に演奏した曲目の中に，マルシャ





アウメイダ（Osvaldo Almeida）注 13）である。また同年 2月 15日付けの JP紙には，パス
（Pás：シャベルの意）注 14）というカルナヴァル団体の新たな演奏曲目が紹介されている
のだが，その中に「オリャ・オ・フレーヴォ（Olha o Frêvo：そらフレーヴォだ）」と題さ





























































































































































































































































































































































scenecarnival. htm.：2017年 8月 22日参照）より転載。 
注３）19世紀の後半になっても，エントルードに関する新聞記事が散見される。一例とし
て 1861年 2月 9日付けの DP紙は，「〔レシーフェ市内〕アフォガードス（Afogados）
地区の住民の間に古のエントルードがよみがえりつつあり，水の入った器がその時代遅
れの復活劇など望んでいない人々の頭上に投げ落とされた」と報じている。 
注４）1852年 2月 19日付けのヂアリオ・ノヴォ紙（Díario Novo）に掲載された記事。
同年のカルナヴァル期間中（2 月 22 日）にサンタ・イザベウ劇場（Teatro de Santa 
Isabel：1850年にレシーフェ市内サント・アントニオ地区に創建された新古典主義様式
の劇場でその威容を誇る）で開催される初めての仮面舞踏会について報じている。入場
料や等級別の仕切り席の料金も記されている。筆者はこの新聞記事の現物を 2016 年 5
月 5日にペルナンブーコ州立文書館（序章の注 17を参照）で閲覧し写真撮影した。 
注５）19世紀前半のレシーフェではマラカトゥという言葉は広く黒人たちの集会を意味し

























注 12）エヴァンドロ・ラベージョのこの指摘を踏まえてレシーフェ市は 2月 9日を「フレ
ーヴォの日（Dia do Frevo）」に指定し，2007年の「フレーヴォの百周年（Centenário 
do Frevo）」もこの日を基準にして祝われた。一方，ブラジル国家は 2009年に制定した






















注 15）SILVA, Leonardo Dantas (1990)“O Frevo Pernambucano”Folclore, 213/214/215, 
Recife：Centro de Estudos Folclóricos do Instituto de Pesquisas Sociais da Fundação 
Joaquim Nabuco. より転載。 





FILHO, Renan Pimenta de (2010) O Papel das Bandas de Música no Contexto Social, 










































ンドロ・ラベージョにより確認されている（RABELLO, Evandro (1988)“Vassourinhas 
foi compositada em 1909”Folclore, 201, Recife：Centro de Estudos Folclóricos do 
















































注 30）マリオ・セチ（Mário Sette）の著作である『蒸気機関車とマラカトゥ（Maxambombas 
e Maracatus：その初版の刊行は 1935年）』に掲載されたネストール・シウヴァ（Nestor 





注 32）ドイツ人の画家ヨハン・モリツ・ルゲンダス（Johann Moritz Rugendas）が 1835
年に描いたとされるカポエイラ術（彼はこの絵に「ジョガール・カポエイラすなわち戦




トゥラウ百科事典（Enciclopédia Itaú Cultural）のウェブサイト（http://enciclopedia. 
itaucultural.org.br/obra24907/jogar-capoeira：2017年 8月 22日参照）より転載。 





注 34）国家による初めての人口統計調査が実施された 1872年当時のブラジルで 10万人
以上の人口を有する都市は以下の三つであった：リオデジャネイロ（274,972人），サル














ッソの身体動作にもジンガの動きを模したもの（Passo do capoeira）がある。 
注 37）ブラジルでは帝政から共和政に移行して間もない 1890年 10月 11日付けで，カポ
エイラの活動を禁ずる旨の条項を含めた法令第 847号が公布された。カポエイラに関し
て第 402条には以下のように記されている（Website do Senado Federal：http://legis. 
senado.gov.br/legislacao/ListaPublicacoes.action?id=66049&tipoDocumento=DEC& 
tipoTexto=PUB：2017年 8月 31日参照）： 





  刑罰：２カ月から６カ月間の独房への収監。 




















ぎ澄ますパスィスタの存在を指摘している（SILVA, Leonardo Dantas (1986)“Os 
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校設立の二日前にあたる 1973年 1月 29日付けのヂアリオ・ヂ・ペルナンブーコ紙（Diário 
de Pernambuco：以下 DP紙と略す）は，今や歴史の彼方に消え去ろうとしているフレー
ヴォを背負って孤軍奮闘するかのようなナシメント・ド・パッソを評して「レシーフェ最








































た 1992年 2月 16日付けのジョルナウ・ド・コメルスィオ紙（Jornal do Commercio：以
下 JC紙と略す）によれば，「ナシメント・ド・パッソにとって，パッソとは療法（terapia）
であり，体操（ginástica）であり，そしてなかんずく民衆のダンス（dança popular）で
































ェ（Balé Popular do Recife：レシーフェ民衆舞踊団の意）を創設する。フレーヴォもその
舞踊団の重要な演目に位置付けられ，その指導がナシメント・ド・パッソに依頼されたの































































































































alunos realizem suas próprias formas de dançar o frevo）」ために彼の指導法が考案され
たこと，そしてその指導法は「すべての人間は自らのリズムの中に固有の創造性を育む能
力を備えているという信念（a crença de que todos homens têm em seu rítimo capacidade 
para desenvolver sua natureza criativa）」に基づいていることが記されているのである。
またこれに 2003 年の現地調査での一つのエピソードを付け加えてもよかろう。筆者がナ
シメント・ド・パッソにパッソの演技を構成する身体動作の数について尋ねたところ，彼
は「パッソ〔の身体動作〕の数はペルナンブーコの住民の数と同じだけある（O número de 

































































































































































































































































































































































作番号 29，44，51，62，63および 86）また後者でも６種類（身体動作番号 24，32，44，




























































































































































































































































体にはクルーベス・ヂ・フレーヴォ（Clubes de Frevo）という名称が付されている。 
注５）CASSOLI, Camilo, Luís Augusto FALCÃO e Rodrigo AGUIAR (2007) Frevo 100 





























































































































とはないであろう（DUARTE, Ruy (1968) História Social do Frevo, Rio de Janeiro：
Editora Leitura, pp.95-96.）。 



























ゼーラは〕ラジオ・ジョルナウ・ド・コメルスィオ（Rádio Jornal do Commercio）
あるいはラジオ・クルーベ・ヂ・ペルナンブーコ（Rádio Clube de Pernambuco）に
周波数を合わせ，それらのラジオ局のカルナヴァル番組の中でフレーヴォが掛かるの
を待った。フレーヴォが掛かるとまず彼が踊り，皆が彼からダンスを学んだ（MOURA, 








注 19）民俗学者のジョゼ・フェルナンド・ソウザ・イ・シウヴァ（José Fernando Souza 
e Silva）は，2016年 5月 10日に筆者が実施した聞き取り調査に際し，ナシメント・ド・
パッソとの関わりにおける昨今のパッソ指導について以下のような見解を表明した： 































望んでいるという意志を的確に意味するものである（SUASSUNA, Ariano (1974) O 






























式にはダンスを伴う〕の身体動作），Passo do jocotó miúdo（小柄なジョコトーの身体
動作），Passo do siri（カニの身体動作），Passo do siri sem unha（爪のないカニの身体
動作）そして Chã de barriguinha（腹部の前後動作）。 






  私は幼い頃からフレーヴォを踊っている。私は様々な身体動作を生み出した：Peru na 
chapa quente（熱い鉄板の上の七面鳥），Tesoura aérea（空中のはさみ），Todo duro
（すべてがつらい），Cortando jaca（パンの木の実を切る），Escamado（いら立ち），




３）Swing de ombros，４）Onda do passo，５）Saci Pererê，６）Ponta de pé e calcanhar，
７）Trocadilho，８）Pontinha de pé，９）Pontilhando，10）Chutando de frente，
11）Chutando de lado，12）Muganga, 13）Abre o leque，14）Folha seca，15）Patinho
（小さなアヒル），16）Cumprimentando（あいさつ），17）Passa-passa em cima，18）
Passa-passa em baixo，19）Base，20）Carrossel，21）Tesourão，22）Gaveta，23）
Faz que vai mas não vai，24）Serrote，25）Banho de mar pra frente，26）Banho de 












































ヂ・フレーヴォ（Clubes de Frevo），クルーベス・ヂ・ボネーコ（Clubes de Boneco），
トロッサス（Troças），ブローコス・ヂ・パウ・イ・コルダ（Blocos de Pau e Corda），
マラカトゥス・ヂ・バッキ・ヴィラード（Maracatus de Baque Virado），マラカトゥス・
ヂ・バッキ・ソウト（Maracatus de Baque Solto），カボクリーニョス（Caboclinhos），





グループ（Grupo Especial），第一グループ（Grupu Um），第二グループ（Grupo Dois）
および初出場グループ（Grupo de Acesso））に分けて行われる。すなわち 44のコンテ
ストが実施され，すべての出場団体に審査員が付与した得点により順位が付けられるの
である。このコンテストの運営を担当するのが「コンテストならびに文化教育実施本部
（Núcleo de Concursos e Formação Cultural）」で，この組織は，レシーフェ市文化局
と連携しながら文化行政の推進および文化財の保護等の任務を遂行しているレシーフェ





記されている（NÚCLEO DE CONCURSOS E FORMAÇÃO CULTURAL (2010) 
Relatório：Carnaval 2010, Recife：Núcleo de Concursos e Formação Cultural；







る体制を整えているわけではない。2016 年 7 月 5 日に筆者が実施した聞き取り調査に
おいて，2005年からクルーベ・カルナヴァレスコ・ミスト・ダス・パス・ドウラーダス









































（SILVA (ed.) (1978) sem página）にもパッソを構成する代表的な 20の身体動作が写
真入りで解説されているのだが，この資料の制作にもナシメント・ド・パッソが関与し
ている。 
注 36）筆者は，ナシメント・ド・パッソに協力を仰いだ 2003年の現地調査で 86種類，




















１）OLIVEIRA, Maria Goretti Rocha de (1993) Danças Populares como Espetáculo 
Público no Recife de 1970 a 1988, Recife：O Autor. 
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 第１節 学校設立の目的とその運営目標 
 
 レシーフェ市が「ペルナンブーコの文化の保護に貢献すること」１）を目的に掲げてフレ
































































 第２節 学校の施設と運営スタッフ 
 
フレーヴォの市立学校の所在地はレシーフェ市エンクルズィリャーダ地区カストロ・ア































 第３節 学校の活動実践 
 





















































































間に参加を認められる授業時間である。2007 年度の授業時間割では 270 分（各曜日の最
終時間帯のダンスクラスのみ 225分）であったものが，2011年度のそれでは５歳から 12


















































この学校の総生徒数が 632名（その内訳は，５歳から 12歳までが 223名，13歳から 17















ッスンは除外することとする）。５歳から 12 歳までの生徒の場合には開設クラス数が 11
（月・水が５クラス，火・木が５クラス，そして金が１クラス）であるので，その数値は










年 8月，2011年 8月そして 2016年 2月から 9月にかけての時期に筆者が参加したダンス
クラス注 10）での体験を踏まえ，その指導内容について検討を行う。以下は筆者がフィール






























































































「パッソの独演」は毎回のダンスクラスの最後に行われるが，2001 年 8 月に筆者がこ

























に引用するのは，2015年 10月から 2016年 9月までのレシーフェ滞在中に筆者が参加し
たこの学校のダンスクラスを指導したジョゼ・ヴァウドミーロ（José Valdomiro）注 14）に













































































団パッソ・ア・パッソ注 16）（Companhia de Dança Passo a Passo da Escola de Frevo 
Maestro Fernando Borges）」という名称で 2003年に設立された注 17）が，レシーフェ市の
ウェブサイトによれば，その目的は「フレーヴォの市立学校を代表し，ペルナンブーコで


















ーヴォの学校の舞踊団（Companhia de Dança Escola de Frevo do Recife）」として再結
成された 18）。 
このような経緯で設立されたこの学校の舞踊団の 2016 年時点の名称は「レシーフェの



















などが評価される）という実技試験のみであり，2008 年 5 月当時よりその内容は簡素化


























者が 2007年 8月 17日に見学したこの舞踊団の練習内容（途中で休憩を挟みおよそ２時間
に渡って行われた）にも見て取れる。その内容とは以下のようなものであった：（１）床に
座って，あるいは身体を横たえての全身的なトレーニング（約 50 分），（２）アフリカの


































































































































































































この種の依頼はこの学校を管轄するレシーフェ市文化財団（Fundação de Cultura Cidade 
do Recife）宛てに文書で行われるのだが，その数がおびただしいため，個々の案件につい
ての諾否はフレーヴォの市立学校が決定する。なお，筆者によるアナ・ミランダ現校長 29）
















らしめる絶好の機会となる。2012 年 12 月に国際連合教育科学文化機関（UNESCO）が























1996 年 3 月の設立時におけるこの学校の運営目標は「市内の学校に通う児童・生徒の
中から 400名を〔この学校のダンスクラスに〕受け入れること，およびカルナヴァルに向
けてソンブリーニャと仮面を製作するための講習会の場を提供すること」であったが，

































月 11日から 8月 25日まで，2005年 7月 31日から 8月 21日まで，2007年 8月 3日
から 8月 26日まで，2009年 8月 29日から 9月 17日まで，2011年 8月 7日から 8月





























































注 10）まず 2007年 8月のダンスクラスへの筆者の参加状況である。2007年 8月 3日か
ら 8 月 26 日まで筆者はレシーフェに滞在したが，この間は月曜日から金曜日まで，ほ
ぼ毎日ダンスクラスに参加した。筆者が参加したのは，いずれも午前中に開講された９
歳から 13歳までのクラスおよび 14歳から 18歳までの経験者が数多く含まれるクラス
であった。次に 2011年 8月のダンスクラスへの筆者の参加状況である。2011年 8月 7
日から 8 月 25 日まで筆者はレシーフェに滞在したが，この間は月曜日，水曜日そして
金曜日の午前中に開講された 13歳以上の生徒を対象とするダンスクラスに参加した（な













































を帯びるようになる（OLIVEIRA (1993) p.103.）。 







（Império Serrano：山の帝国の意）という団体を優勝に導き，また 2000年および 2001
年にブラジル南部のサンタ・カタリーナ（Santa Catarina）州で開催されたジョインヴ
ィル舞踊祭（Festival de Dança de Joinville）ではこの学校のパスィスタたちが２年連
続の優勝を果たしている（MELO, Guto (2001) Cultura Popular (http://www.aponte. 
com.br/culturapopular/culturapopular-01-09-27. html：2003年 2月 18日参照）。 
注 18）2005年 8月 12日夜，ボア・ヴィスタ地区にあるパルキ劇場（Teatro do Parque）
で他の舞踊団の作品とともに上演された。 
注 19）実はこの作品は，バレ・ポプラール・ド・レシーフェ（第２章第１節第３項を参照）
から 1988年に派生したバレ・ブリンカンチス・ヂ・ペルナンブーコ（Balé Brincantes 
de Pernambuco：ペルナンブーコの民衆娯楽の参加者たちの舞踊団の意）という民衆舞
































等意識に他ならない（ALENCAR, Adriana (2007)“Dança de Rua, Dança de Palco”




















注 26）その年のカルナヴァルをおよそ２週間後に控えた 2016年 1月 17日の午後，オリ
ンダ市に本部を置くカルナヴァル団体トロッサ・カルナヴァレスカ・ピトンベイラ・ド









































注 27）1999年 9月 4日，事前の新聞報道で情報を得ていた筆者は，ペルナンブーコ・コ
ンヴェンションセンター（Centro de Convenções de Pernambuco）で開催中の第２回













145054.php：2008年 5月 14日参照） 
２）レシーフェ市役所のウェブサイト（同上：2008年 5月 14日参照） 
３）レシーフェ市役所のウェブサイト（同上：2008年 5月 14日参照） 
４）レシーフェ市役所のウェブサイト（同上：2008年 5月 14日参照） 
５）筆者によるアナ・ミランダへのインタビュー（2016年 8月 22日実施） 
６）筆者によるバルバラ・エリオドーラへのインタビュー（2007年 8月 22日実施） 
７）筆者によるアナ・ミランダへのインタビュー（2011年 8月 17日実施） 
８）筆者によるバルバラ・エリオドーラへのインタビュー（2007年 8月 22日実施） 
９）筆者によるバルバラ・エリオドーラへのインタビュー（2007年 8月 22日実施） 
10）筆者によるアナ・ミランダへのインタビュー（2016年 8月 22日実施） 
11）筆者によるバルバラ・エリオドーラへのインタビュー（2007年 8月 22日実施） 
12）筆者によるアナ・ミランダへのインタビュー（2016年 8月 22日実施） 
13）矢田部英正（2004）『たたずまいの美学－日本人の身体技法』東京：中央公論新社，
p.33． 
14）筆者によるジョゼ・ヴァウドミーロへのインタビュー（2016年 8月 30日実施） 
15）筆者によるオタヴィオ・バストスへのインタビュー（2016年 4月 29日実施） 
16）OLIVEIRA, Maria Goretti Rocha de (1993) Danças Populares como Espetáculo 
Público no Recife de 1970 a 1988, Recife：O Autor, p.151. 
17）レシーフェ市役所のウェブサイト（前掲：2008年 5月 14日参照） 
18）筆者によるアレッシャンドレ・マセードへのインタビュー（2016年 4月 27日実施） 
19）筆者によるバルバラ・エリオドーラへのインタビュー（2007年 8月 22日実施） 
20）レシーフェ市役所のウェブサイト（http://www.recife.pe.gov.br/2008/05/09/mat_ 
162078.php：2011年 9月 10日参照） 
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21）筆者によるジョゼ・ヴァウドミーロへのインタビュー（2011年 8月 19日実施） 
22）筆者によるジョアン・ヴィエイラへのインタビュー（2016年 4月 6日実施） 
23）筆者によるジョアン・ヴィエイラへのインタビュー（2016年 4月 6日実施） 
24）筆者によるアレッシャンドレ・マセードへのインタビュー（2016年 4月 27日実施） 
25）筆者によるアレッシャンドレ・マセードへのインタビュー（2016年 4月 27日実施） 
26）筆者によるオタヴィオ・バストスへのインタビュー（2016年 4月 29日実施） 
27）筆者によるアレッシャンドレ・マセードへのインタビュー（2016年 4月 27日実施） 
28）筆者によるアナ・ミランダへのインタビュー（2016年 8月 22日実施） 





























たち（Os Gurreiros do Passo）」という組織に焦点を当てる。筆者がこの組織に着目する
のは，フレーヴォの市立学校ではすでにその姿を変えてしまったナシメント・ド・パッソ
の指導法（第２章第２節を参照）に基づいたパッソ指導をその結成当初から今日に至るま

















































































（Praça Tertuliano Feitosa：その一角に直径 20メートル程度の舗装された円形の空間が
あり，そこでパッソが指導されている）で行われていたが，2011年 8月の時点ではイポー














































































































































































































れたフレーヴォの歴史を要約して舞台化した」15）ものであった。筆者も 2015年 10 月か





























































































































































































































る：2009年 8月 29日から 9月 17日まで，2011年 8月 7日から 8月 25日まで，そし
て 2015年 10月 4日から 2016年 9月 25日まで。 































2016 年 9 月に筆者が帰国の途に就く際には，この組織のダンス教師の顔触れは，ヴァ
ウデミーロ・ネト，ルセリア・アウブケルケ・ヂ・ケイロース，リカルド・ナポレアゥ






































































注 14）ナシメント・ド・パッソは 2009年 9月 1日にレシーフェ市内の病院で息を引き取
った。偶然にもレシーフェに滞在していた筆者は，亡くなる前日に彼を病室に見舞い，

































ッサ・エン・バイショ（Faz passa-passa em baixo：しゃがんだ姿勢から左右の脚を交
互に斜め前方へと振り上げ，振り上げた脚の下で傘通しを行う動作を反復する），（２）





















注 19）このスペクタクルの初演は 2006年 9月，場所はレシーフェ市内レシーフェ地区に
あるアポロ劇場（Teatro Apolo）であった。 
注 20）１回目は 2016年 1月 10日にレシーフェ市内ジャケイラ（Jaqueira）地区にある
ブラジル銀行アスレティッククラブ（Associação Atlética do Banco do Brasil）におい
て，２回目は 2016年 2月 4日にレシーフェ市内ボア・ヴィスタ地区にあるボア・ヴィ
スタの母胎教会（Igreja Matriz da Boa Vista）前において，そして３回目は 2016年 9
月 4日にレシーフェ市内レシーフェ地区のリオ・ブランコ広場（Praça Rio Branco）に
おいて。以上３回の上演は，いずれもレシーフェで活動するカルナヴァル団体が実施す
るダンスパーティ，あるいは街頭行進の場に招かれて行われた。なお，筆者の個人的な
















バイショ（Ponta de pé-calcanhar em baixo：しゃがんだ姿勢でのつま先とかかとの意），
そしてアレイジャード（Aleijado：身体障害者の意）。なお，これらはいずれも表２－３
に記した 92種類の身体動作には含まれていない。 
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